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コロナ後の新しい社会に向けて

2○2ユ年は大切なユ年

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
会
長
吉
田
万
三

２
０
２
０
年
は
、
安
倍
晋
三
の
嘘
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
霞
ん
で
し
ま
う
ほ

ど
、
あ
る
意
味
コ
ロ
ナ
一
色
の
一
年
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
、
私

た
ち
の
社
会
の
様
々
な
矛
盾
や
弱
点
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。
困
難
は
、

貧
困
と
格
差
に
苦
し
む
人
や
不
安
定
な
非
正
規
雇
用
労
働
者
を
真
っ
先
に
直

撃
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
自
転
車
操
業
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
た
医
療
。

介
護
を
は
じ
め
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
仕
事
に
よ
っ
て
、
暮

ら
し
が
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
安
倍
、
菅
と
続
い
た
国
の
リ
ー
ダ
ー
の
無
能
ぶ
り
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
歴
史
の
真
実
に
向
き
合
お
う
と
し
な
い
歴
史
修
正
主
義
者
た
ち
は
、

感
染
症
対
策
と
は
頁
逆
の
的
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
る
な
ど
、
科
学
の
真

実
に
も
向
き
合
お
う
と
し
な
い
姿
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
支
持
率
急

落
に
焦
っ
て
「
静
か
な
年
末
・
年
始
」
と
言
い
始
め
ま
し
た
が
、
す
べ
て
が

伽
距
・
的
形
（
後
手
後
手
）
キ
ャ
ン
・
ヘ
ー
ン
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
社
会
的
連
帯
と
人
権
尊
重
の
社
会
に
進
む
の
か
、
感
染
防
御

を
口
実
に
し
た
監
視
社
会
に
進
む
の
か
、
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
は
、
総
選
挙
、
東
京
都
議
選
な
ど
の
重
要
な
選
挙
が
行
わ
れ

る
年
で
す
。
こ
の
一
年
は
、
私
た
ち
の
社
会
を
い
の
ち
や
暮
ら
し
を
守
る
新

し
い
社
会
に
転
換
し
て
い
く
上
で
も
、
大
切
な
一
年
に
な
り
ま
す
。

健
康
管
理
に
留
意
し
つ
つ
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
に

一
、
治
安
維
持
法
体
制
の
復
活
に
反
対
す
る
。

二
、
国
は
、
戦
前
の
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法
で
あ
る
と
認
め
る

》
｝
’
〆
」
Ｏ

三
、
国
は
、
治
安
維
持
法
の
犠
舛
者
に
謝
罪
と
賠
償
を
行
う
こ
と
。
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｜
〔
…
峠
一
一

副
会
長
菅
野
亨
一

第
一
波
、
第
二
波
、
そ
し
て
最
大
規

模
の
コ
ロ
ナ
感
染
の
波
が
襲
い
か
か
っ

て
く
る
危
機
の
中
で
、
新
年
を
迎
え
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
危
機
だ
け
で
な
く
、
気

候
変
動
や
格
差
の
広
が
り
な
ど
地
球
と

人
類
の
存
亡
が
問
い
直
さ
れ
る
よ
う
な

時
代
に
直
面
し
て
い
る
。
一
刻
も
早
い

変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

会
員
拡
大
で
は
、
昨
年
４
月
１
日
の
８
．
お
終
戦
記
念
宣
伝
に
は
、
全

現
勢
調
査
で
釦
人
の
退
会
者
が
あ
り
ま
し
支
部
が
参
加
し
ま
し
た
。
駅
頭
宣
伝
が
、

た
。
皿
月
現
在
で
卵
人
の
前
進
○
前
年
度
支
部
で
６
駅
鎚
人
の
参
加
。
新
聞
折
込

回
復
ま
で
に
残
り
、
人
と
な
り
ま
し
た
。
が
８
支
部
あ
り
ま
し
た
。

千
代
子
な
ど
の
講
演
会
も
、
廻
支
国
会
請
願
で
は
、
団
体
訪
問
は
、

部
で
型
回
開
か
れ
、
７
支
部
で
犯
人
の
会
都
本
部
蛆
団
俸
支
部
鍋
団
体
、
全
体
で

員
が
増
え
て
い
ま
す
。
千
代
子
債
権
は
吃
１
２
８
団
体
に
申
し
入
れ
。
こ
の
中
で
、

口
に
到
達
し
ま
し
た
。
伊
藤
千
代
子
映
画
化
へ
の
協
力
と
詞
恒
安

都
本
部
財
政
健
全
化
の
正
念
場

「
戦
争
犯
罪
と
人
道
に
対
す
る
罪
の

時
効
不
適
用
条
約
」
卵
周
年

名
誉
会
長
山
崎
元

去
年
一
年
は
、
世
界
情
勢
は
暗
転
し

罹
病
と
死
の
恐
怖
に
脅
え
る
戦
後
最
悪

の
年
で
し
た
。
し
か
し
人
類
の
力
は
偉

大
不
滅
で
国
際
連
帯
を
つ
よ
め
て
「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
の
国
際
法
と
し
て
の

成
立
や
「
ト
ラ
ン
プ
と
安
倍
の
退
陣
」

を
実
現
し
ま
し
た
。

年
は
あ
け
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
は
深

刻
で
国
難
ど
こ
ろ
か
世
界
難
で
救
国
以

上
の
救
世
の
た
め
の
科
学
的
で
民
主
的

な
内
外
政
治
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
収
束
と
非
核
・
平
和
の
人
類

史
課
題
と
と
も
に
今
年
は
同
盟
運
動
と

し
て
は
「
戦
争
犯
罪
と
人
道
に
対
す
る

罪
の
時
効
不
適
用
条
約
」
成
立
即
周
年

の
節
目
の
年
。
１
９
７
０
年
秋
発
効
し

合
員
の
み
さ
ん

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
対
策
に
追
わ
れ
、
会
議
も
十
分
に
開
け
な
い
状

況
が
続
き
ま
し
た
。
こ
の
困
難
の
中
で
、
会
員
と
支
部
の
奮
闘
が
あ
り
、

貴
重
な
経
験
と
前
進
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
衆
議
院
選
挙
、
都
議
選
が
あ
り
ま
す
。
市
民
と
野
党
の
共
同

を
強
め
、
選
挙
勝
利
、
野
党
連
合
政
権
樹
立
の
展
望
を
開
く
た
め
、
会
員

と
各
支
部
が
地
域
の
共
闘
に
参
加
し
選
挙
勝
利
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
会

員
を
拡
大
し
、
１
３
０
０
人
都
本
部
建
設
に
全
力
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

衆
議
院
選
。
都
議
選
勝
利

国
賠
同
盟
要
求
実
現
の
幕
開
け
の
年
に

会
費
納
入
と
年
末
募
金
の
１
０
０
％
達
成
め
ざ
そ
う

た
こ
の
条
約
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
る
の
が
現
状
で
す
。

命
を
奪
わ
れ
た
５
５
０
０
万
人
の
尊
い
他
支
部
の
活
動
の
経
験
か
ら
吸
収
し

犠
牲
の
上
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
同
学
ぶ
。
そ
れ
を
支
部
に
具
体
化
し
て
行

盟
運
動
の
大
義
を
保
証
し
て
い
ま
す
。
動
す
る
点
で
、
反
省
し
改
善
す
る
。
理

一
方
、
こ
の
国
際
法
の
存
在
と
意
義
事
会
を
定
期
的
に
開
い
て
い
く
。
年
に

を
知
ら
な
い
国
会
議
員
が
多
数
い
る
現
一
度
の
大
会
も
開
催
し
、
会
員
相
互
の

状
も
あ
り
ま
す
。
悩
み
な
ど
を
出
し
合
い
、
運
動
の
前
進

総
選
挙
も
あ
れ
ば
都
議
選
も
あ
り
ま
を
は
か
る
。

す
。
苦
し
い
け
れ
ど
好
機
到
来
の
年
と
各
人
の
家
庭
で
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
「
武
器

心
得
ま
す
。
な
き
た
た
か
い
」
や
「
燃
や
し
続
け
た

炎
」
な
ど
は
、
手
軽
に
見
ら
れ
る
の
で
、

学
習
し
行
動
す
る
支
部
づ
く
り
目
で
見
る
学
習
。
今
製
作
中
の
映
画

顧
問
松
井
久
雄
「
時
代
の
証
言
者
伊
藤
千
代
子
」
が

昨
年
１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、
来
春
に
完
成
し
ま
す
。
大
い
に
活
用
し

今
年
の
活
動
を
前
進
さ
せ
る
決
意
を
し
て
同
盟
会
員
以
外
に
広
げ
る
計
画
も
立

た
い
。
て
て
取
り
組
む
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
の
活
動
は
活
力
今
年
は
政
治
決
戦
の
年
、
こ
れ
に
全

が
低
下
し
、
行
動
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。
力
を
挙
げ
勝
利
し
よ
う
。
こ
の
こ
と
は

そ
れ
は
支
部
体
制
の
弱
さ
に
現
れ
て
い
同
盟
要
求
実
現
の
道
で
も
あ
り
ま
す
。

新
年
幕
あ
け
早
々
、
１
月
塑
日
に
は
、

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
て
、
核
廃

絶
へ
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
「
核
兵
器
は

違
法
」
と
い
う
世
界
規
範
が
確
立
す
る
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
は
総
選
挙
が
間

違
い
な
く
行
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
危
機
の

前
で
迷
走
す
る
管
自
公
政
権
を
打
倒
し

て
危
機
打
開
と
希
望
あ
る
未
来
に
つ
な

が
る
可
能
性
の
あ
る
年
を
迎
え
て
い
る
。

民
主
連
合
政
権
を
叫
ん
だ
１
９
７
０
年

唖

会
議
日
程

１
月
過
日
永
）
昭
時
半
三
役
会
議

塞
皐
区
男
女
平
等
セ
ン
タ
ー

１
月
四
日
灸
）
唱
時
半

第
６
回
理
事
会
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

新
年
街
頭
宣
伝

１
月
四
日
（
火
）

王
則
ｎ
時
半
～
廻
時
訓
分

地
下
難
春
日
駆
則

（
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
前
）

維
持
法
と
現
代
』
如
号
を
加
冊
と
、
「
千

代
子
の
生
涯
加
冊
を
普
及
し
ま
し
た
。

世
田
谷
支
部
は
、
千
代
子
映
画
化
の
募
金

を
訴
え
、
４
団
体
２
５
０
０
０
円
○
映
画

債
権
１
口
（
、
万
円
）
を
達
成
し
ま
し
た
。

昨
隼
ｎ
月
過
日
の
加
年
度
国
会
請
願

行
動
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
１
４
３

議
員
を
訪
問
皿
万
人
余
の
署
名
を
届
け

ま
し
た
。
衷
晁
は
釦
人
参
加
。
紹
介
議
員

が
１
１
７
人
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
建
設
の
推
進

７
月
⑫
日
に
結
成
さ
れ
た
東
村
山
支
部

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
２
年
越
し
の
取

り
組
み
で
し
た
。
千
代
子
講
演
会
を
開
き
、

準
備
の
６
月
に
４
人
結
成
総
会
で
７
人

の
会
員
を
増
や
し
、
当
初
の
５
倍
の
会
員

に
な
り
ま
し
た
。
役
冨
畏
云
を
毎
月
開
き
、

「
不
屈
」
支
部
版
も
発
行
し
て
い
ま
丈

代
か
ら
別
年
を
経
て
、
再
び
野
党
共
闘

を
力
に
政
権
交
代
を
実
現
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
の
年
を
迎
え
て
い
る
。

会
長
豊
島
安
藤
郁
子

吉
田
万
三
豊
島
石
嶋
晴
美

練
馬
矢
沢
重
光

副
会
長
練
馬
渡
辺
茂

菅
野
亨
一
江
東
猪
又
武
夫

清
水
邦
治
板
橋
永
田
佳

風
間
秀
子
板
橋
森
山
康
平

後
藤
太
刀
味
足
立
高
橋
陽
子

葛
飾
志
賀
正

事
務
局
長
江
戸
川
横
山
一
行

中
嶋
育
雄
東
村
山
岡
崎
路
辺

東
村
山
山
崎
秋
雄

事
務
局
次
長
立
・
昭
立
山
正

井
藤
英
治
八
王
子
本
條
洋
子

阿
部
俊
雄
八
王
子
守
屋
直

濱
谷
正
支

中
村
茂
樹
会
罫
弘
皿
査柿
沢
繁

事
務
局
中
丸
ミ
ユ
キ

矢
野
利
直

和
泉
寿
子
々
譽
雲
長山
崎
元

理
事
新
宿
山
本
隆
造
顧
問

目
黒
菊
池
誠
一
松
井
久
雄

目
黒
森
美
彦
四
津
谷
伸
子

世
田
谷
楠
見
宏
義
藤
本
増
美

世
田
谷
山
田
純
江
東
巨
剛

世
田
谷
内
野
明
和

Ｉ

香
港
は
東
京
都
の
半
分
ぐ
ら

河
い
の
面
積
に
７
５
０
万
人
。
金

幽
融
貿
易
の
拠
点
．
日
本
の
企

｝
‐
ｉ
業
１
４
０
０
社
、
日
本
人
は
２

鵜
畑
騨
織
跨
儀
澤
瞭

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
▼
昨
年
は
そ
こ

で
最
高
時
２
０
０
万
人
の
デ
モ
が
あ
っ

た
。
容
疑
者
を
本
国
に
引
き
渡
す
法
律

は
と
ん
で
も
な
い
、
司
法
の
独
立
を
奪

う
な
、
送
ら
れ
た
ら
先
ど
う
な
る
か
わ

か
っ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
生
徒
も
集
団

で
参
加
し
て
い
た
デ
モ
が
、
警
官
隊
に

鎮
圧
さ
れ
た
の
で
あ
る
▼
即
年
間
は
１

国
２
制
度
の
自
治
区
と
の
返
還
協
定
を

中
国
は
５
年
も
し
な
い
う
ち
に
民
主
派

を
抑
圧
、
愛
国
教
育
必
修
化
を
迫
っ
た

が
市
民
は
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
な
ど
で
阻
止

し
た
。
し
か
し
、
ト
ッ
プ
の
直
接
選
挙

を
要
求
し
た
雨
傘
デ
モ
は
鎮
圧
さ
れ
、

書
店
関
係
者
や
弁
護
士
が
相
次
い
で
失

跡
す
る
事
件
が
起
き
た
。
そ
し
て
昨
年

容
疑
者
引
き
渡
し
条
例
は
撤
回
さ
せ
た

が
、
次
に
出
し
て
き
た
カ
ー
ド
が
「
国

家
安
全
維
持
法
」
で
中
国
の
一
党
独
裁

へ
服
従
を
迫
る
も
の
。
デ
モ
の
リ
ー
ダ
ー

を
次
々
に
検
挙
し
、
国
外
に
脱
出
し
て

い
る
民
主
派
の
議
員
や
留
学
生
に
指
名

手
配
が
及
ん
で
い
る
▼
菅
総
理
の
学
術

会
議
任
命
拒
否
も
治
安
維
持
法
の
歴
史

に
つ
な
が
る
も
の
。
香
港
の
市
民
と
と

も
に
自
由
を
守
る
た
め
、
撤
回
す
る
ま

で
連
帯
し
て
た
た
か
お
Ｚ

（
邦
）

鶏可本
年
も
よ
る
ｌ
く

お

願
い
い
た
‐
ｌ
ま
す

－2－－3－
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副
会
長
後
藤
太
刀
味

日
中
全
面
戦
争
か
ら
敗
戦
に
至
る
時

代
、
戦
争
は
全
国
民
を
動
員
し
た
「
総

力
戦
」
と
し
て
戦
わ
れ
た
。

１
９
３
７
年
８
月
に
軍
機
保
護
法
が

大
改
悪
さ
れ
、
虹
年
３
月
に
は
国
防
保

安
法
と
新
治
安
維
持
法
が
公
布
さ
れ
弾

圧
法
規
が
出
そ
ろ
っ
た
。

そ
し
て
ゾ
ル
ゲ
・
尾
崎
事
件
（
虹
年

、
月
）
、
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
（
狸
年

廻
月
）
、
「
満
州
」
で
の
合
作
社
・
満

鉄
調
査
部
事
件
（
狐
・
狸
年
）
、
ホ
ー

リ
ネ
ス
教
会
系
弾
圧
事
件
（
妃
年
）
、

横
浜
事
件
（
“
年
）
と
大
弾
圧
事
件
が

あ
り
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。

私
は
こ
こ
数
年
来
、
「
総
力
戦
」
時

代
の
弾
圧
事
件
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
は
集
中

し
て
こ
の
活
動
を
進
め
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

副
会
長
風
間
秀
子

新
年
と
い
う
と
富
士
山
、
そ
の
ふ
も

と
に
は
本
州
最
大
の
飛
事
基
地
が
あ
り

演
習
の
度
に
地
域
住
民
は
砲
弾
の
音
、

装
甲
車
の
地
稗
き
で
悩
ま
さ
れ
る
。
↑

方
多
く
の
人
が
、
戦
争
な
ど
気
に
し
て

い
な
い
よ
う
な
今
だ
が
、
ア
ベ
政
治
の

も
と
で
憲
法
違
反
の
戦
争
法
の
整
備
は

よ
く
駅
頭
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。
署
名
と

会
員
拡
大
で
は
、
そ

の
後
も
努
力
し
、
都

本
部
大
会
ま
で
の
目

標
を
な
ん
と
か
到
達

荒
川
支
部
長
高
月
昭

昨
年
は
、
年
初
め
か
ら
会
員
拡
大
が

進
み
ま
し
た
。
３
月
晦
日
に
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
に
注
意
し
な
が
ら
支
部
総

会
を
開
き
、
吉
田
万
三
会
長
の
ミ
ニ
講

演
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
役
員
体
制
の
強

化
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
終
戦
記
念
日

の
８
月
過
日
に
は
、
７
人
参
加
で
元
気

あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
モ

リ
・
カ
ケ
・
サ
ク
ラ
に
つ
づ
き
、
吉
川

前
農
水
相
の
収
賄
な
ど
、
金
に
ま
つ
わ

る
疑
惑
が
途
切
れ
な
く
出
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
支
持
し
て
き
た
菅
首
相

は
許
せ
ま
せ
ん
。
総
選
挙
を
前
に
し
て

コ
ロ
ナ
対
策
予
備
費
５
兆
円
を
内
閣
の

自
由
に
使
え
る
こ
と
に
も
目
を
光
ら
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
総
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
に
最
大
限
注
意
を
払
い
な
が
ら
、

分
断
か
ら
連
帯
の
国
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。

副
会
長
・
八
王
子
支
部
長
清
水
邦
治

コ
ロ
ナ
と
菅
内
閣
の
失
政
と
の
た
た

か
い
と
「
伊
藤
千
代
子
」
の
映
画
製
作

に
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

百
年
前
の
人
権
抑
圧
の
時
代
に
「
催

眠
術
か
ら
覚
め
な
さ
い
」
と
立
ち
上
が
っ

た
少
女
の
叫
び
を
新
し
き
今
に
照
ら
し

て
も
な
お
余
り
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
草

の
根
の
運
動
と
し
て
上
映
だ
け
で
な
く
、

学
習
会
や
講
演
会
、
賛
助
募
金
、
地
域

実
行
委
員
会
、
展
示
会
、
墓
参
会
も
企

画
し
て
若
い
人
た
ち
に
も
見
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

今
、
香
港
に
対
す
る
中
国
の
「
国
家

着
々
と
進
め
ら
れ
た
。
香
港
の
よ
う
に

民
主
主
義
を
掲
げ
て
い
る
だ
け
で
弾
圧

さ
れ
る
こ
と
は
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
。

同
盟
の
署
名
簿
を
も
っ
て
一
人
ひ
と
り

と
対
話
を
し
て
い
く
こ
と
が
実
に
重
要

に
な
っ
て
き
た
。
学
ん
で
ほ
ん
の
少
し

の
事
で
も
話
す
、
正
に
「
語
り
部
」
に

な
っ
て
い
く
年
に
な
っ
た
。
そ
の
意
味

で
も
映
画
「
伊
藤
千
代
子
」
を
成
功
さ

せ
て
治
安
維
持
法
下
の
青
春
を
視
覚
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
年
だ
。
焦

点
を
絞
っ
て
奮
闘
し
よ
う
と
思
っ
て
い

る
。郎

没
後
加
年
で
あ
る
（
享
年
蝿
歳
）
。
運
動
に
加
わ
っ
た
と
し
て
放
校
処
分
。
丹
那
ト
ン
ネ
ル
労
働
争
議
を
指
導
し

”
年
に
わ
た
る
米
軍
政
下
で
の
瀬
長
の
教
授
会
に
も
図
ら
れ
ず
、
秘
密
裏
の
処
て
、
１
９
３
３
年
、
治
安
維
持
法
違
反

年
に
わ
た
る
米
軍
政
下
で
の
瀬
長
の
教
授
会
に
も
図
ら
れ
ず
、
秘
密
裏
の
処
て
、
１
９
３
３
年
、
治
安
維
持
法
違
反

で
き
ま
し
た
。
支
部
廻
月
８
日
、
三
た
た
び
戦
も
自
ら
も
治
安
維
持
法
違
反
の

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
」
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
暗

に
感
謝
で
す
。
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
豊
島
支
黒
の
時
代
の
お
話
を
聞
き
ま
し

新
春
の
１
月
Ⅳ
日
部
は
、
人
権
弁
護
士
「
布
施
辰
た
。

に
は
、
昨
年
台
風
で
鮮
剛
溌
羅
謡
溌
騨
維
灘
蕊
懸
吐
鮮
雛

中
止
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
田
中
幹
夫
さ
ん
か
ら
お
話
を
き
牲
者
救
済
に
尽
力
し
た
人
権
弁

Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
「
自
由
く
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
護
士
で
す
。
１
９
５
３
年
に
沌

は
こ
う
し
て
奪
わ
れ
１
９
６
９
年
吃
月
の
選
挙
で
、
歳
で
亡
く
な
り
、
お
墓
が
豊
島

た
」
を
開
催
し
ま
す
。
青
柳
盛
雄
弁
護
士
が
３
人
区
で
区
南
池
袋
の
常
在
寺
の
一
角
に

そ
し
て
、
今
年
は
、
餡
蠅
恥
峨
撒
噸
輔
布
施
辰
治
か
ら
学
ぶ
も
の

豊
島
支
部
望
田
富
士
子

昨
年
荒
川
で
も
前
進
の
閤
羅
渦
ま
し
た
。

し
た
市
民
と
野
党
の
当
時
秘
書
を
さ
れ
て
い
た
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
多
く

共
闘
を
発
展
さ
せ
、
講
師
の
田
中
さ
ん
で
す
。
の
人
に
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い

政
権
交
代
で
同
盟
要
田
中
さ
ん
か
ら
は
、
青
柳
さ
ま
す
。
生
誕
の
地
で
あ
る
宮
城

求
実
現
を
め
ざ
し
ま
ん
の
生
い
立
ち
は
じ
め
、
１
９
県
の
石
巻
市
に
は
、
１
９
５
５

３
１
年
に
布
施
辰
治
弁
謹
士
事
年
に
「
世
の
た
め
に
い
ば
ら
の

し
よ
》
フ
。

務
所
に
入
所
し
、
治
安
維
持
法
道
を
開
き
た
る
先
駆
者
」
と
書

で
弾
圧
さ
れ
た
人
達
の
弁
護
を
か
れ
た
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま

板
橋
支
部
長
さ
れ
、
あ
の
小
林
多
喜
二
に
対
す
。
私
は
、
最
近
見
た
映
画

森
山
康
平
す
る
虐
殺
へ
の
抗
議
も
。
１
９
「
金
子
文
子
と
朴
烈
」
で
関
東

今
年
は
瀬
長
亀
次
３
３
年
に
は
青
柳
弁
護
士
自
身
大
震
災
の
時
天
皇
暗
殺
を
企
て

廻
月
８
日
、
「
ふ
た
た
び
戦
も
自
ら
も
治
安
維
持
法
違
反
の

争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
」
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
暗

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
豊
島
支
黒
の
時
代
の
お
話
を
聞
き
ま
し

部
は
、
人
権
弁
護
士
「
布
施
辰
た
。

治
か
ら
学
ぶ
も
の
」
と
題
し
て
布
施
辰
治
弁
護
士
は
、
治
安

国
賠
同
盟
中
央
本
部
事
務
局
長
．
維
持
法
や
朝
鮮
独
立
運
動
の
犠

田
中
幹
夫
さ
ん
か
ら
お
話
を
き
牲
者
救
済
に
尽
力
し
た
人
権
弁

く
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
護
士
で
す
。
１
９
５
３
年
に
沌

１
９
６
９
年
吃
月
の
選
挙
で
、
歳
で
亡
く
な
り
、
お
墓
が
豊
島

青
柳
盛
雄
弁
護
士
が
３
人
区
で
区
南
池
袋
の
常
在
寺
の
一
角
に

餡
蠅
恥
峨
撒
噸
輔
布
施
辰
治
か
ら
学
ぶ
も
の

豊
島
支
部
望
田
富
士
子

の
閤
羅
渦
ま
し
た
。

当
時
秘
書
を
さ
れ
て
い
た
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
多
く

講
師
の
田
中
さ
ん
で
す
。
の
人
に
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い

田
中
さ
ん
か
ら
は
、
青
柳
さ
ま
す
。
生
誕
の
地
で
あ
る
宮
城

ん
の
生
い
立
ち
は
じ
め
、
１
９
県
の
石
巻
市
に
は
、
１
９
５
５

３
１
年
に
布
施
辰
治
弁
謹
士
事
年
に
「
世
の
た
め
に
い
ば
ら
の

務
所
に
入
所
し
、
治
安
維
持
法
道
を
開
き
た
る
先
駆
者
」
と
書

で
弾
圧
さ
れ
た
人
達
の
弁
護
を
か
れ
た
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま

さ
れ
、
あ
の
小
林
多
喜
二
に
対
す
。
私
は
、
最
近
見
た
映
画

す
る
虐
殺
へ
の
抗
議
も
。
１
９
「
金
子
文
子
と
朴
烈
」
で
関
東

３
３
年
に
は
青
柳
弁
護
士
自
身
大
震
災
の
時
天
皇
暗
殺
を
企
て

ら
活
動
は
多
く
の
人
が
記
憶
し
て
分
だ
っ
た
。
で
検
挙
さ
れ
、
懲
役
３
年
の
実
刑
。
最

幼
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
若
き
戦
前
京
浜
地
区
に
出
て
日
本
鋼
管
の
臨
時
後
は
沖
縄
刑
務
所
で
服
役
し
た
。

や
時
代
も
正
義
感
と
硬
骨
漢
ぶ
り
工
と
な
り
労
働
運
動
、
平
和
運
動
に
参
こ
う
し
て
み
る
と
、
敗
戦
後
政
界
に

韮
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
た
。
加
す
る
な
か
で
、
日
本
共
産
党
に
入
党
飛
び
込
ん
で
、
県
民
の
抵
抗
運
動
の
先

鮴
早
く
も
七
高
時
代
（
現
鹿
児
し
た
。
１
９
３
１
年
型
歳
の
と
き
で
あ
頭
に
立
っ
て
の
活
躍
は
、
若
き
時
代
の

砺
島
大
学
の
前
身
）
、
社
会
主
義
る
。
継
承
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

古
川
苞
を
偲
ぶ
会葛
飾
支
部
志
賀
正

昨
年
末
に
、
戦
前
の
非
合
法
下
で
共

腱
境
の
東
京
市
責
任
者
で
あ
っ
た
古
川

苞
の
没
後
弱
年
を
迎
え
、
葛
飾
区
・
高

砂
に
あ
る
理
昌
院
で
墓
前
祭
と
偲
ぶ
会

を
開
き
ま
し
た
。

羽
歳
の
若
さ
で
獄
内
で
結
核
に
罹
患

し
、
瀕
死
の
状
態
で
釈
放
さ
れ
、
葛
飾
・

高
砂
の
自
宅
で
両
親
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
１
９
３
５
年
（
昭
和
廻
年
）
岨
月

巧
日
に
没
し
ま
し
た
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
密
に
気
を

付
け
、
ご
住
職
に
よ
る
法
要
と
お
墓
参

り
、
懇
談
を
し
ま
し
た
。

安
全
維
持
法
」
は
百
年
前
の
「
治
安
維

持
法
」
の
よ
う
に
次
々
と
検
束
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
先
ど
う
な
る
か
想
像
す

る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
日
本
も
ア
メ
リ
カ
の
圧
力

の
中
、
共
謀
罪
法
、
学
術
会
議
の
任
命

拒
否
な
ど
に
「
治
安
維
持
法
」
が
よ
く

引
き
合
い
に
出
さ
れ
ま
す
。
市
民
と
野

党
の
共
闘
と
と
も
に
同
盟
遮
動
を
前
進

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

足
立
支
部
長
亀
井
静
夫

昨
年
は
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ

に
終
わ
っ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ ’

新
井
杉
生
日
本
共
産
党
葛
飾
区
委
員

長
は
じ
め
、
研
究
家
の
藤
田
廣
登
氏
や

国
民
救
援
会
葛
飾
支
部
の
皆
様
の
ご
協

力
で
唱
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

藤
田
廣
登
氏
か
ら
は
顕
彰
活
動
を

「
継
続
」
す
る
こ
と
の
意
義
と
重
要
性

が
訴
え
ら
れ
、
参
加
者
一
同
、
認
識
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

の
よ
う
な
年
は
生
ま
れ
て
初
め
て
で
あ

り
、
私
が
所
属
す
る
釣
り
会
も
２
回
と

も
休
会
に
な
る
な
ど
、
私
の
周
り
で
も

多
く
の
趣
味
の
会
ま
で
も
開
か
れ
ず
交

流
の
場
が
失
わ
れ
た
ま
ま
で
す
。

こ
の
間
の
政
府
の
対
応
は
、
本
来
な

ら
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
か
ら
実
施
す
る

予
定
だ
っ
た
伽
北
政
策
を
強
行
し
、
感

染
の
急
激
な
拡
大
で
医
療
崩
壊
の
危
機

ま
で
招
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
だ
け
で
な
く
、
安
倍
内

閣
に
代
わ
っ
て
誕
生
し
た
菅
内
閣
は
学

術
会
議
の
任
命
拒
否
問
題
を
み
て
も
安

倍
内
閣
よ
り
も
反
動
的
で
あ
る
こ
と
を

人
の
業

績
に
思

い
を
は

せ
ま
し

た
。 人

の
業

績
に
思

い
を
は

せ
ま
し

た
。 た

と
い
う
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た

２
人
を
弁
護
す
る
姿
が
印
象
的

で
す
。
菅
政
権
の
日
本
学
術
会
議
介

入
の
問
題
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感

染
予
防
に
対
す
る
政
府
の
や
り

方
、
黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
日
々

で
す
。
政
治
を
変
え
た
い
と
思

う
時
、
あ
の
戦
前
の
憲
法
の
も

と
弁
護
士
と
し
て
闘
っ
た
お
２

た
と
い
う
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た

２
人
を
弁
護
す
る
姿
が
印
象
的

で
す
。
菅
政
権
の
日
本
学
術
会
議
介

入
の
問
題
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感

染
予
防
に
対
す
る
政
府
の
や
り

方
、
黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
日
々

で
す
。
政
治
を
変
え
た
い
と
思

う
時
、
あ
の
戦
前
の
憲
法
の
も

と
弁
護
士
と
し
て
闘
っ
た
お
２

’
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江
戸
川
支
部
横
山
一
行

昨
年
に
安
倍
内
閣
を
引
き
継
ぐ
形
で

発
足
し
た
菅
内
閣
は
、
日
本
学
術
会
議

会
員
任
命
拒
否
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
強

権
政
治
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
前
の

言
論
の
自
由
が
圧
殺
さ
れ
た
暗
黒
社
会

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
治
安
維
持
法

犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
の
日
本
社

会
で
果
た
す
べ
き
役
割
が
い
っ
そ
う
大

切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
の
見
通
し
が
た
た

な
い
困
難
な
状
況
で
す
が
、
２
０
２
１

年
を
国
賠
同
盟
の
発
展
を
果
た
し
、
以

て
日
本
社
会
の
民
主
的
発
展
に
寄
与
す

る
た
め
に
活
動
を
す
す
め
て
い
く
所
存

で
す
。

葛
飾
支
部
長
志
賀
正

新
年
の
幕
開
け
に
元
気
蕊
迩
口
を
：
．

と
思
い
ま
す
が
、
葛
飾
の
中
心
と
な
っ

て
い
た
古
田
忠
文
氏
が
昨
年
１
月
に
亡

く
な
り
、
大
変
残
念
で
し
た
。

昨
年
末
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
お
寺

板
橋
支
部
結
成
訓
周
年
の
本
年
、
こ

う
し
た
多
く
の
先
人
た
ち
の
闘
い
に
学

ん
で
い
き
た
い
。

豊
島
支
部
安
藤
郁
子

昨
年
は
長
年
予
定
し
な
が
ら
な
か
な

か
実
行
で
き
な
か
っ
た
、
人
権
弁
護
士
・

社
会
活
動
家
の
「
布
施
辰
治
」
氏
は
ど

の
よ
う
な
弁
誰
士
で
ど
の
よ
う
な
活
動

を
さ
れ
た
の
か
の
学
習
会
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
今
年
９

月
の
命
日
に
は
墓
前
祭
を
行
え
る
よ
う

計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
３
カ
月
か
４
カ
月
に
一
度

は
学
習
会
を
開
き
、
治
安
維
持
法
国
賠

同
盟
を
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ

て
も
ら
い
、
決
し
て
過
去
の
こ
と
で
は

な
く
現
在
に
も
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
、

脈
々
と
関
係
し
て
い
る
政
治
、
憲
法
、

弾
圧
を
学
ぶ
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
映
画
扇
潅
千
代
子
の
生
涯
」

上
映
実
現
の
為
に
賛
助
金
賛
同
者
を
増

や
そ
う
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
早
く
、
収
束
す
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
。練

馬
支
部
長
矢
澤
重
光

年
男
異
論
排
除
に
抗
う
ぞ
！

菅
総
理
大
臣
は
官
僚
が
自
説
を
具
申

し
て
も
自
分
の
意
に
添
わ
な
け
れ
ば
左

遷
し
、
こ
の
国
の
立
憲
主
義
の
大
義
の ｉ

ｌ さ
ん
で
の
感
染
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
っ

し
げ
る

没
後
關
年
を
迎
え
た
古
川
苞
の
墓
前
祭
．
た
の
で
は
。
現
在
も
こ
の
原
点
を
見
据

偲
ぶ
会
を
地
元
の
日
本
共
産
党
、
国
民
え
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
コ
ロ
ナ
後

救
援
会
の
協
力
を
得
て
、
無
事
に
開
く
の
世
界
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
昨
年
末
の
紅
白
歌
合

「
不
屈
」
の
手
配
り
部
数
を
増
や
す
戦
、
松
田
聖
子
が
瘤
璃
色
の
地
球
」

た
め
に
、
地
域
の
女
性
の
協
力
を
得
て
を
歌
い
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
で
も
積
極

い
ま
す
。
地
道
に
黙
々
と
仲
間
増
や
し
的
活
動
を
し
て
い
る
「
ミ
ー
シ
ャ
」
が

に
頑
張
り
た
い
。
ト
リ
で
し
た
。
「
世
論
の
反
映
が
こ
こ

に
あ
る
」
と
一
筋
の
光
を
感
じ
た
の
は

新
宿
支
部
長
阿
部
俊
雄
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

２
０
２
１
年
、
今
こ
そ
、
戦
前
政
治
今
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

の
総
決
算
を
。
権
力
者
の
館
に
は
「
戦
た
し
ま
す
。

前
政
治
の
残
り
か
す
」
が
巣
食
っ
て
い

る
こ
と
が
、
昨
年
来
、
徐
々
に
明
ら
か
世
田
谷
支
部
長
楠
見
宏
義

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
「
公
安
出
身
廻
月
娼
日
に
世
田
谷
区
宮
坂
区
民
セ

者
が
、
大
幅
に
定
年
延
長
し
て
ま
で
権
ン
タ
ー
で
、
伊
藤
千
代
子
の
学
習
会
が

力
の
ト
ッ
プ
に
居
座
る
」
「
『
女
は
う
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
が
旧
人
と
少

そ
を
つ
く
』
と
い
う
女
性
議
員
が
比
例
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
が
、
講
師

区
名
簿
ト
ッ
プ
」
と
枚
挙
に
い
と
ま
が
の
藤
田
廣
登
さ
ん
の
熱
弁
も
あ
り
、
力

な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
白
日
の
下
の
こ
も
っ
た
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

に
照
ら
す
こ
と
。
国
賠
同
盟
は
そ
の
実
こ
こ
ろ
ざ
し
つ
っ
た
ふ
れ
し
少
女
よ

績
と
、
理
念
に
お
い
て
重
要
な
柱
の
一
新
し
き
光
の
中
に
お
き
て
お
も
は
む

世
田
谷
支
部
長
楠
見
宏
義

廻
月
娼
日
に
世
田
谷
区
宮
坂
区
民
セ

ン
タ
ー
で
、
伊
藤
千
代
子
の
学
習
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
が
旧
人
と
少

な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
が
、
講
師

の
藤
田
廣
登
さ
ん
の
熱
弁
も
あ
り
、
力

の
こ
も
っ
た
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
ざ
し
つ
っ
た
ふ
れ
し
少
女
よ

新
し
き
光
の
中
に
お
き
て
お
も
は
む

立
場
か
ら
研
究
し
、
学
説
を
述
べ
れ
ば

権
力
を
盾
に
介
入
、
排
除
、
抑
圧
す
る
、

更
に
国
民
に
白
助
を
求
め
公
助
を
忘
れ

た
か
の
よ
う
な
冷
た
い
政
治
は
日
本
社

会
の
異
常
な
風
景
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
。
貧
困
と
格
差
の
拡
大
を
進
め
る

新
自
由
主
義
の
暴
走
に
今
こ
そ
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
る
年
に
し
た
い
。

戦
前
弾
圧
に
よ
っ
て
も
の
も
言
え
な

い
社
会
に
し
て
戦
争
に
突
入
し
た
歴
史

を
繰
り
返
さ
な
い
。
平
和
と
民
主
主
義

を
守
る
の
が
わ
が
同
盟
の
役
割
だ
か
ら
、

練
馬
支
部

は
同
盟
員

と
連
携
を

強
め
て
会

員
３
桁
目

標
に
挑
戦

し
、
映
画

「
伊
藤
千

代
子
の
生

涯
」
上
映

債
権
２
口

目
を
や
り
、

製
作
資
金

達
成
に
貢

献
し
て
、

飛
躍
の
年

治安維持法と

現代
‘ と時和一

、

耐耐
凸
■
■
■
▼

凸
■
■
■
▼

昼昼

庭

土
屋
文
明
の
短
歌
集
に
あ
る
こ
の

歌
は
、
自
分
の
教
え
子
の
こ
と
を
歌
っ

た
も
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
私
の
心
に
響

き
ま
す
。
特
高
警
察
の
拷
問
と
夫
の
転

向
と
い
う
い
わ
ば
二
重
苦
の
中
で
、
昂

目
黒
支
部
長
菊
地
誠
一

目
黒
支
部
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
支
部
役
員
会
を
開
催
し
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
２
０
年
ｕ
月
詔

日
に
、
今
後
の
活
動
計
画
な
ど
を
策
定

す
る
た
め
、
久
し
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
請
願
署
名
の
存
在
を
区
民

に
周
知
す
る
た
め
、
本
部
に
請
願
署
名

用
紙
２
０
０
０
枚
を
要
請
し
、
廻
月
中

の
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
に
折
り
込
む
こ

に
し
た
い
Ｉ

可
４
日
昌
画
》
－

１

６
．
本
誌
創
刊
加
年
治
安
維
持
法
廃
止
巧
年
記
憲

安
倍
政
権
退
陣
、
菅
政
椛
の
謹
鞭
と

『
現
代
」
麓
へ
の
期
待
渡
辺
治

悪
法
に
そ
っ
た
「
私
を
た
す
け
る
政
治
」
を
つ
く
ろ
う

石
川
康
宏

＝

I

F泡｡

II

、
■

■

■

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

■

も

■

。

■

■

■

■

■

■

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

日

然
と
た
た
か

っ
た
伊
藤
千

代
子
。
世
田

谷
区
の
松
沢

病
院
に
入
院

し
、
わ
ず
か

型
歳
で
命
を

立
川
・
昭
島
支
部
長
盛
岡
暉
道

２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
集
会

も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
映
画
鑑
賞
、
現
地
訪
問
な

ど
も
で
き
ず
残
念
な
年
で
し
た
。
そ
れ

で
も
国
会
請
願
署
名
は
、
オ
ス
プ
レ
イ

反
対
集
会
や
団
体
・
個
人
か
ら
集
め
、

支
部
一
三
ｌ
ス
は
事
務
局
の
努
力
で
毎

月
発
行
し
て
会
員
と
の
繋
が
り
を
維
持

す
る
こ
と
に
務
め
ま
し
た
。

こ
の
地
域
の
治
安
維
持
法
犠
牲
者
、

関
係
者
の
紹
介
・
顕
彰
は
、
生
存
さ
れ

て
い
る
方
々
が
ま
れ
で
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
す
。

今
一
度
、
「
楽
し
い
”
役
立
つ
」
活

動
の
継
続
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

終
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
も

彼
女
の
後
に
続
か
な
け
れ
ば
。

と
に
し
ま
し
た
。
す
で
に
、
配
布
さ
れ

署
名
用
紙
が
ど
の
く
ら
い
集
ま
る
か
、

楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
映
画
「
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」

の
上
映
運
動
を
促
進
す
る
た
め
、
２
月

過
日
（
土
）
午
後
か
ら
、
藤
田
廣
登
氏

の
講
演
会
を
目
黒
区
東
山
住
区
セ
ン
タ
ー

で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

会
場
の
定
員
別
名
の
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
帥
名
の
定
員
で
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
哩
月
中
に
２
名
の
方
に
入
会
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

｢香港国家安全鎧寺法jに反対する 増本一彦

治安題寺調髪牲者への国の謝罪と名営回復 内田博文

『歴史修r羊義jとは何か 大日方純夫
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習
罪
践
頬
代
か
ら
禿
る

小
垂
埜
塞
号
二
の
新
し
い
褐
薫
（
終
）

連
載
４
回
Ｒ
、
谷
本
諭
さ
ん
に
よ
る

多
喜
二
の
作
品
紹
介
！
最
終
回
は
、

最
高
傑
作
『
党
生
活
者
』
で
す
。

『
党
生
活
者
』
（
多
喜
二
が
特
高
警
察
に

殺
さ
れ
る
直
前
に
書
き
、
死
後
発
表
さ
れ
た
）

『
党
生
活
者
』
は
多
喜
二
の
死
後
、

雑
誌
『
中
央
公
論
』
に
「
転
換
時
代
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

満
州
事
変
が
起
き
、
す
で
に
戦
争
に
突

入
し
て
い
る
東
京
で
、
ガ
ス
マ
ス
ク
や

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
作
る
軍
需
工
場
（
五

反
田
）
で
働
き
な
が
ら
、
反
戦
運
動
を

行
う
党
員
と
党
組
織
を
描
き
ま
し
た
。

緊
迫
感
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
党
員
を
描
く

「
中
国
に
勝
て
ば
景
気
が
良
く
な
る
」

と
い
う
戦
争
賛
美
の
宣
伝
が
吹
き
荒
れ

る
中
、
労
働
者
た
ち
に
真
実
を
伝
え
て

一
歩
一
歩
進
め
ら
れ
る
運
動
が
、
緊
迫

感
と
ヒ
ュ
ー
言
一
ズ
ム
を
も
っ
て
書
か

れ
て
い
ま
す
。

ケ
ニ
ア
独
立
闘
争
の
拷
問
被
害
者
ら
に

英
政
府
、
３
０
億
円
を
支
払
う

世
田
谷
支
部
内
野
明
和

私
た
ち
同
盟
の
黄
色
い
署
名
用
紙
の

裏
面
に
は
世
界
地
図
が
あ
り
、
人
権
侵

害
へ
の
補
償
を
勝
ち
取
っ
た
各
地
の
案

件
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

「
ケ
ニ
ア
」
に
つ
い
て
、
２
０
１
３
年
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ヨ
回
萎
禍
恋
塑
紙
笙
活
動
蕊
流
⑤

－

1956年連邦諏彌法詞罵

ドｲﾂ歸磯膳熟i
詞 15万3000人に1‘

80万円の年金支繪

日本の樋民地支配

韓国者を愛国者として星

懲役1年以上に年蚕

I
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活
動
家
で
あ
る
主
人
公
が
地
下
活
動

に
入
る
中
で
、
「
こ
れ
で
最
後
か
も
し

れ
な
い
」
と
思
い
な
が
ら
、
母
親
に
会

い
に
行
く
場
面
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
息
子
の
逮
捕
を
恐
れ
、
本
人
以
上
に

母
親
が
ソ
ワ
ソ
ワ
し
「
あ
の
人
が
怪
し

い
、
こ
の
人
も
怪
し
い
」
「
私
が
死
ん

だ
と
き
に
、
お
前
が
捕
ま
っ
て
は
い
け

な
い
か
ら
、
知
ら
せ
が
お
前
の
と
こ
ろ

に
は
行
か
な
い
よ
う
に
す
る
。
安
心
し

な
さ
い
」
「
た
だ
お
前
は
歩
き
方
に
癖

が
あ
る
」
「
ど
ん
な
に
変
装
し
て
も
、

知
っ
て
い
る
人
が
見
れ
ば
わ
か
る
。
気

を
付
け
な
さ
い
」
な
ど
と
言
い
ま
す
。

三
浦
綾
子
さ
ん
が
多
喜
二
の
母
親
を

描
い
た
小
説
「
母
」
の
中
で
も
、
一
つ

の
見
せ
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
時
下
、
自
由
と
民
主
主
義
を
求
め
る
極
め

て
健
全
な
大
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
協
同

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
党
員
が
工
場

内
で
反
戦
ビ
ラ
を
ま
く
場
面
で
す
。
逮

捕
覚
悟
の
上
の
行
動
で
す
。
そ
の
時
、

誰
が
ビ
ラ
を
ま
い
た
か
わ
か
ら
な
い
よ

う
に
、
工
場
の
労
働
者
が
み
ん
な
で
守
っ

て
く
れ
る
の
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ

ま
で
描
い
た
小
説
は
、
他
に
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
多
喜
二
文
学
の
最
高
傑
作

で
す
。
労
働
者
の
中
に
は
共
産
党
の
主

６
月
７
日
付
け
の

ア
メ
リ
カ
Ｃ
Ｎ
Ｎ

ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介

し
ま
す
。
「
公
文
書
」
に

対
す
る
姿
勢
が
日

本
の
現
状
と
は
全

く
違
う
こ
と
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
“

英
国
の
ヘ
イ
グ

外
相
は
６
日
、
英

植
民
地
時
代
の
１

９
５
２
～
６
１
年

に
ケ
ニ
ア
の
独
立

闘
争
で
起
き
た
人

権
侵
害
へ
の
補
償

と
し
て
計
１
９
９

０
万
ポ
ン
ド
（
約
３
０
億
円
）
を
支
払

う
と
発
表
し
「
英
政
府
は
当
時
行
わ
れ

た
人
権
侵
害
と
ケ
ニ
ア
の
独
立
へ
の
歩

み
を
妨
げ
た
こ
と
を
心
か
ら
遺
憾
に
思

う
」
と
述
べ
た
▲
賠
償
金
は
５
２
２
８

人
の
被
害
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
。

高
齢
の
被
害
者
は
長
年
求
め
て
き
た
被

害
の
認
知
と
正
義
を
手
に
し
た
▲
独
立

闘
争
を
行
っ
た
ニ
ウ
マ
ウ
団
」
の
兵

士
は
数
千
人
が
死
亡
。
英
国
に
よ
っ
て

民
間
人
を
含
む
多
く
の
ケ
ニ
ア
人
が
違

昨
年
ｎ
月
妬
日
、
足
立
支
部
治
の
富
国
強
兵
政
策
が
現
在
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
千
葉
県
不
合
理
な
性
差
を
生
み
出
し
て

佐
倉
市
に
あ
る
国
立
民
俗
博
物
い
る
大
本
だ
と
感
じ
た
。

館
へ
行
っ
て
き
た
。
企
画
展
ｎ
時
前
に
入
館
し
た
が
、
込

「
性
差
の
日
本
史
」
を
駆
け
足
み
合
い
、
昼
食
抜
き
で
皿
時
過

で
見
て
き
た
。
も
う
一
度
時
間
ぎ
ま
で
一
気
に
見
た
。
全
国
各

を
か
け
て
と
思
っ
た
が
、
明
治
の
富
国
強
兵
政
簑
か

展
示
が
哩
月
６
日
ま
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
拡
大

だ
っ
た
の
で
、
叶
わ
な

足
立
支
部
濱
谷
正
支

か
つ
た
。
地
で
の
移
動
展
示
を
ぜ
ひ
企
画

男
女
共
同
社
会
か
ら
社
会
が
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

発
展
し
階
級
社
会
が
つ
く
ら
れ
帰
り
際
に
通
路
で
目
に
付
い

て
い
く
中
で
、
男
女
の
区
分
か
た
常
設
の
第
４
展
示
室
「
民
俗

ら
格
差
が
広
が
っ
て
き
た
歴
史
と
は
？
」
に
入
り
「
怒
り
と
祈

的
過
程
が
理
解
で
き
た
。
と
り
り
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
私
の
生
ま

重
り
し
つ

わ
け
文
明
開
化
と
い
わ
れ
る
明
れ
故
郷
・
能
登
町
宇
出
津
「
あ

張
に
賛
同
す
る
者
も
い
た
で
し
ょ
う
。
、

し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
「
ビ
ラ
ぐ
ら
い

自
由
に
撒
か
せ
て
や
ろ
う
じ
や
な
い
か
」

と
い
う
者
も
い
た
は
ず
で
す
。
多
喜
一
一

は
「
自
由
や
民
主
主
義
を
求
め
る
広
範

な
人
々
と
協
同
し
よ
う
」
と
い
う
意
思

を
、
作
品
の
中
に
込
め
て
い
る
の
で
す
。
一

目
標
は
〃
社
会
主
義
革
命
で
は
な
く
“

「
民
主
主
義
革
命
」
「
軍
国
勢
力
の
除
去
」

「
植
民
地
の
放
棄
」

年

最
期
に
、
多
喜
二
た
ち
の
当
面
の
改

革
指
針
で
あ
る
日
本
共
産
党
の
「
犯
年

テ
ー
ゼ
」
は
、
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
と
韮

大
枠
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
ま
す
。
そ
の
主
な
点
は
、
次
の
４

超

点
で
す
。

①
帝
国
主
義
戦
争
反
対
（
テ
ー
ゼ
）
↓

日
本
の
軍
国
主
義
勢
力
の
永
久
除
去

（
ポ
ツ
ダ
ム
）

②
植
民
地
の
解
放
（
テ
ー
ゼ
）
↓
日
本

の
主
権
を
４
島
及
び
周
辺
の
諸
島
に
限
〈

定
（
ポ
ツ
ダ
ム
）

③
憲
兵
・
軍
の
武
装
解
除
（
テ
ー
ゼ
）

↓
兵
士
を
家
庭
に
戻
し
平
和
な
生
活
を
「

保
障
（
ポ
ツ
ダ
ム
）

④
集
会
・
言
論
・
出
版
の
自
由
（
テ
ー

ゼ
）
↓
基
本
的
人
権
の
確
立
（
ポ
ツ
ダ

ム
）
。
（
世
田
谷
支
部
ニ
ュ
ー
ス
咽
号
か
ら
）

会 親 年政 討コ コ 二

法
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、
強
姦
・
去
勢

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
２
０
０
９

年
に
英
政
府
を
相
手
に
訴
訟
が
起
き
た

▲
英
政
府
は
「
出
訴
期
限
は
過
ぎ
て
お

り
、
全
て
の
賠
償
責
任
は
独
立
の
際
に

ケ
ニ
ア
政
府
が
引
き
継
い
だ
」
と
主
張

し
た
▲
だ
が
２
０
１
１
年
１
月
、
拷
問

の
詳
細
を
記
録
し
た
文
書
が
発
見
さ
れ

て
風
向
き
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
裁
判

所
は
英
外
務
省
に
本
件
に
関
す
る
文
書

を
全
て
提
出
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
の

／

食
を
会
議
と
ほ
ざ
く
幹
事
長

中
野
区
中
嶋
育
雄

玉
は
不
起
訴
の
ま
ま
で
秘
書
を
起
訴

荒
川
区
風
間
秀
子

の
瀬
も
年
の
始
め
も
な
い
コ
ロ
ナ

八
王
子
市
清
水
邦
治

界
は
疑
惑
ま
み
れ
で
年
を
越
す

足
立
区
高
橋
陽
子

ち
入
り
も
コ
ロ
ナ
に
押
さ
れ
出
番
な
し

豊
島
区
藤
本
増
美

ロ
ナ
の
穴
か
ら
覗
く
未
来
社
会団
扇

ン
ビ
’
一
に
飛
び
込
み
マ
ス
ク
ニ
度
三
度

練
馬
区
中
村
茂
樹

歳
児
に
マ
マ
の
翻
訳
要
る
会
話

新
宿
区
阿
部
俊
雄

結
果
、
独
立
前
に
秘
密
裏
に
運
び
出
さ

れ
た
大
量
の
フ
ァ
イ
ル
も
開
示
さ
れ
た

▲
英
裁
判
所
は
昨
年
、
独
立
闘
争
時
に

拷
問
を
受
け
た
３
人
の
ケ
ニ
ア
人
に
対

し
、
英
政
府
を
相
手
取
っ
て
訴
訟
を
起

こ
す
権
利
を
認
め
る
判
決
を
下
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
数
千
人
の
被
害
者
が
起

こ
し
て
い
た
裁
判
の
判
決
が
で
た
の
だ

▲
英
政
府
は
独
立
の
闘
士
た
ち
を
称
え

る
施
設
を
建
設
す
る
計
画
も
示
し
た
。
以
上

〔
読
者
の
み
な
さ
ん
の
投
稿
歓
迎
一

)しI ば
れ
祭
り
」
の
キ
リ
コ
と
神
輿

が
展
示
さ
れ
、
映
像
で
紹
介
さ

れ
て
い
た
の
に
は
驚
い
た
。
約

３
５
０
年
前
に
始
ま
っ
た
疫
病

退
治
の
祭
り
も
昨
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
だ
っ
た
。

も
う
弱
年
近
く
「
あ
ば
れ
祭

り
」
に
参
加
し
て
い
な
い
が
、

コ
ロ
ナ
を
の
り
こ
え
て
、
ぜ
ひ

と
も
行
き
た
い
と
思
っ
た
。

杵

植
竹
団
扇
選L ノ
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-11- -10-

日
本
共
産
党

立
川
市
議
団

立
川
市
泉
町
一
一
五
六
’
九
市
役
所
内

冠
○
四
二
’
五
二
三
’
二
六
六
一

日
本
共
産
党

福
生
市
議
団

団
長
池
田
公
三

福
生
市
熊
川
四
九
’
五

竃
○
九
○
’
七
九
四
六
’
五
一
三
七

日
本
共
産
党

町
田
市
議
団

党
町
田
地
区
委
員
会
内

町
田
市
森
野
三
’
七
’
四
六

ｓ
○
四
二
’
七
二
三
’
六
三
一
二

日
本
共
産
党

清
瀬
市
議
団

清
瀬
市
中
里
五
’
八
四
二

清
瀬
市
議
会
内

宕
○
四
二
’
四
九
二
’
五
一
一
一

日
本
共
産
党

武
蔵
野
市
議
団

武
蔵
野
市
緑
町
二
’
二
’
二
八

市
役
所
内

室
Ｕ
四
二
二
’
五
一
－
五
一
三
一
㈹

日
本
共
産
党

東
大
和
市
議
団

東
大
和
市
中
央
三
’
九
三
○

東
大
和
市
議
会
内

毒
○
四
二
’
五
六
三
’
二
一
二

日
本
共
産
党

小
平
市
議
団

小
平
市
小
川
町
・
一
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

小
平
市
議
会
内

竃
○
四
二
’
三
四
一
’
二
二
一

日
本
共
産
党

杉
並
地
区
委
員
会

杉
並
区
高
画
哩
軍
用
三
’
三
○
’
一
二

念
○
三
－
三
三
一
四
’
五
五
五
一

日
本
共
産
党

中
野
地
区
委
員
会

中
野
区
中
央
四
’
四
四
’
一
三

Ｂ
○
三
’
三
三
八
○
’
八
二
一

日
本
共
産
党

目
黒
地
区
委
員
会

目
黒
区
目
黒
本
町
二
’
一
五
’
二
二

冠
○
三
－
三
七
一
四
’
六
四
三
一

日
本
共
産
党

品
川
地
区
委
員
会

ｐ

品
川
区
二
葉
二
’
七
’
一
八

画
○
三
Ｉ
三
七
八
五
－
二
八
一
○

日
本
共
産
党

大
田
地
区
委
員
会

大
田
区
西
蒲
田
六
’
三
四
’
七

ｓ
○
三
’
三
七
三
五
’
二
九
○
二

日
本
共
産
党

港
地
区
委
員
会

港
区
芝
五
’
二
’
三

ｓ
○
三
’
三
四
五
五
’
○
○
五
一

日
本
共
産
党

千
代
田
地
区
委
員
会

千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
’
四
○

毒
○
三
’
三
二
九
四
’
八
四
二
㈹

日
本
共
産
党

台
東
地
区
委
員
会

台
東
区
千
束
三
’
一
○
ｌ
九

電
○
三
’
三
八
七
六
１
三
二
三
一

日
本
共
産
党

文
京
地
区
委
員
会

文
京
区
白
山
三
’
二
’
五

Ｂ
○
三
’
三
八
一
四
’
一
○
七
六

日
本
共
産
党

墨
田
地
区
委
員
会

墨
田
区
押
上
二
’
一
九
’
五

冠
○
三
’
三
六
二
四
’
○
八
八
一

日
本
共
産
党

江
東
地
区
委
員
会

江
東
区
千
石
二
’
八
’
一
六

冠
○
三
－
三
六
四
八
’
五
一
五
一

日
本
共
産
党

練
馬
地
区
委
員
会

練
馬
区
貫
井
五
’
六
’
一
七

冠
○
三
’
三
九
九
八
’
五
六
二
一

日
本
共
産
党

豊
島
地
区
委
員
会

卿
署
鍾
匹
西
池
袋
五
’
八
’
五
二
Ｆ

Ｂ
○
三
’
三
九
八
八
’
五
六
四
一

日
本
共
産
党

世
田
谷
地
区
垂
臭
室

世
田
谷
区
世
田
谷
四
’
一
九
’
六

ｓ
○
三
’
三
四
二
七
１
．
二
二
五

日
本
共
産
党

武
蔵
野
三
鷹
地
区
委
員
会

委
員
長
平
野
義
尚

武
蔵
野
市
中
町
一
’
三
九
’
二

画
○
四
二
二
’
五
三
’
一
六
一
一

日
本
共
産
党

江
戸
川
地
区
委
員
会

江
戸
川
区
中
央
二
’
七
’
五

竃
○
三
’
三
六
七
四
’
一
八
七
一

日
本
共
産
党

荒
川
地
区
委
員
会

荒
川
区
荒
川
二
’
四
四
’
六

画
○
三
’
三
八
九
一
’
六
六
八
二

日
本
共
産
党

葛
飾
地
区
委
員
会

葛
飾
区
立
石
三
’
二
七
’
一
九

画
○
三
’
三
六
九
七
’
二
一
○
一

日
本
共
産
党

足
立
地
区
委
員
会

足
立
区
梅
島
二
’
一
六
’
二

露
Ｕ
三
’
三
八
八
九
’
八
二
五

日
本
共
産
党

北
地
区
委
員
会

北
区
十
条
二
’
一
一
－
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昨年11月13日に2020年度の国会請願行動を行いました。

都本部からは、 30人が請願行動に参加、 12万余の署名を各

議員に手渡しました。 21年度の国会請願行動は5月に予定し

ていますので引き続きご協力をお願いします。
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第33回

’2021年2月20日(土） ｜捌雛

イホなかのゼロ1 －ル
宙売りの界p畑野1580円蘭売り｡

一

多寡二没後騨羊！竃隆9条散■鳳止1
臼争戻謎と人閃の尊■を求めたた刀匂倉多喜二
＝F〒損.今何が闇さてい罰､？戸を』げよう

諏弓…

･湿郵演
紙智了 囚秘丑立亭ミー更厚

･朗蕊争息言睡『卓呉鯵費行jから
W山重 俳邑

．トーク禰宜処纂・魔田あきら偽rtp

・サクソフォンのミニコンサート
91ﾘ〃美保 サタソフォン錦

’▲伊藤千代子 ▲原案図書(1600円） ▲獄中最後の手紙(5"円）

大学習運動の中で迎えた映画製作運動

今秋撮影開始、2022年春全国公開へ！

○総監督。桂壮三郎／ 「制作を支援する会」
会長・畑田重夫
○劇映画「伊藤千代子の生涯(仮)」製作を支
援する会
学習会講師派遣(費用不要） 。宣伝資料配布=事
務局藤田廣登
FA)(04-7174-2028携帯090-4527-1129
mail fujitahiro@0utiook.com

’

第33回多喜二祭
ﾁｹｯﾄ申し込み

治安維持法国賠同盟東京都本部
冠 03-6240-0283

Fax O3-6240-0284
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